
施設基準等に関するお知らせ

当院は、保険医療機関の指定を受けており、厚生労
働省の定める診療報酬制度に基づき、以下の施設基
準等の届出を行い、所定の体制を整えております。
これにより、より質の高い医療の提供と地域連携の
強化、医療DXの推進等を図ってまいります。

医療法人社団創福会 ふくろうクリニック等々力
理事長 山口 潔
院長 片本行信



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

一般名処方加算 
医薬品の安定供給と費用負担の軽減を目的に、薬剤の一般名での処方を
推進するものです。当院では、後発医薬品の使用を促進するため、薬効
成分に基づく一般名処方を積極的に行っています。
外来感染対策向上加算 
発熱患者の動線分離、定期的な換気と消毒、職員の研修を徹底し、感染
防止に努めています。
がん性疼痛緩和指導管理料 
がんによる疼痛に対し、適切な緩和ケアを提供するため、医師・看護師
が連携し、疼痛評価と緩和ケア計画に基づく管理指導を行っています。



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

がん治療連携指導料 
地域のがん診療拠点病院と連携し、診療情報の共有や治療計画の
支援を行っています。
居宅療養管理指導 
自宅療養中の患者様に対して定期的な訪問による療養環境の確認
と服薬管理、栄養指導などを行っています。
機能強化加算 
かかりつけ医として予防接種、健康相談、介護サービスとの連携
など、地域に根ざした医療を実施しています。



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

こころの連携指導料 
精神的な問題に対して、精神科医療機関や行政機関と連携し、患
者の生活背景を踏まえた支援を行っています。
神経学的検査 
神経系の疾患を適切に診断します。
在宅医療DX情報活用加算 
ICT等を活用した電子カルテや情報共有システムを用い、訪問診
療・看護の連携強化を図っています。



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

在宅医療情報連携加算 
MCS（メディカルケアステーション）というICTツールを使用し、
訪問看護師、ケアマネジャー、薬局、施設等と情報を共有し、統
一されたケア方針を実践しています。
在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指導料 
看護師が定期的に訪問し、バイタルチェックや療養相談、必要な
医療処置を行っています。
在宅がん医療総合診療料 
在宅でのがん医療に対し、疼痛管理、栄養指導、包括的な診療、
看取り支援などを一体的に実施しています。



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

在宅療養支援診療所 
24時間対応可能な医師・看護師体制の体制を整え、訪問診療の継
続的実施を行っています。
在宅緩和ケア充実診療所加算 
がん末期患者の身体的・精神的苦痛を軽減するため、緩和ケア
チームが連携して支援します。
地域包括診療料 
高血圧、糖尿病、認知症など複数の慢性疾患に対し、包括的に管
理する体制を整備しています。



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

地域連携療養計画加算
患者の状態に応じて主治医と多職種が連携し、個別の療養計画を
作成・見直しています。
情報通信機器を用いた診療（オンライン診療等） 
ビデオ通話等による再診・指導に対応し、遠隔地や通院困難な患
者にも医療を届けています。
明細書等発行体制加算 
窓口での医療費の明細書交付体制を整備し、必要に応じて詳しい
説明も実施しています。



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

医療DX推進体制整備加算
電子カルテ、オンライン資格確認、マイナンバーカードの活用な
どCT化による医療の効率化・質向上を推進しています。
精神科ショートケア（小規模なもの） 
小集団での生活指導や作業療法を実施し、社会復帰を支援してい
ます。
精神科在宅患者支援管理料 
在宅療養の精神疾患患者に対する定期的な訪問と服薬管理、相談
支援を通じて継続的なケアを提供しています。



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

時間外対応加算
夜間・休日における電話相談窓口を設置し、緊急時の対応を行っ
ています。
療養生活継続支援加算
在宅療養患者に対し訪問診療と多職種の連携により、安心して生
活を続けられる支援体制を構築しています。
連携強化加算
急性期病院、介護施設、訪問看護等など地域の他機関との密な連
絡体制を整備し、切れ目のない医療提供に努めています。



【届出済の施設基準・加算等（2025年6月1日現在）】

※五十音順

二次骨折予防継続管理料
骨粗鬆症の評価・治療に加え、骨折後の再発予防など患者指導を
継続的に実施しています。
訪問看護医療DX情報活用加算
訪問看護記録の電子化や情報共有システムを導入し、効率的なケ
アを実践しています。
在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料 
主治医が中心となり、在宅・施設療養中の患者に対して総合的な
診療・指導・緊急時対応を一貫して提供しています。
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